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重農学派の賃金論について
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要約 : Aチュルゴの賃金決定論は生活費賃金論として位置づけられるそしてその根拠は商品一般の価
格決定の原則と 生産における労働の主体的役割であろう
つまり 商品一般の価格決定の原則が生活賃金という賃金の規模についての規定を生み出したのであり
生産における労働の主体的な役割の認識が生活賃金という 賃金についての価値論を生み出したのである
また チュルゴにおいては 農業における資本主義発展が認められ 農業そのもののうちに資本と賃労働
の関係がみいだされる
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は じ め に
賃金の実体を構成する必要生活資料の内容については
従来重農学派の主張は いわゆる絶対生存費説または生活
賃金説に対する意味での生存費説に属するものであるとの
解釈がなされてきた それはチュルゴ Anne Robert
Jacques TURGOT +1,1+12+ が 賃金は必要生活資料に
よって規定されるという根拠を 労働者間の競争に求めた
ことに起因している そして このことによって重農学派
の賃金説は生理的限界において必要なものしか認めていな
いと理解されてきた
しかし 彼は現実の賃金を規定する賃金水準を 賃金の
基礎価格とよび これは適正価格 just prix であるとい
う それは その実体が一方においては労働者および家族
の生活を満足させるとともに なおかつ他方においては拡
大された再生産を現実のものとなし その順調な継続を裏
づける大きさのものであるという理由からである つま
り 労働者の余裕ある生活を保証する意味での賃金につい
ての適正価格の概念は 生産における労働の主体性を分析
し 労働力の再生産が利潤を産み出すためには絶対必要で
あることを認識したからである すなわち拡大された規模
での再生産の実現と続行を保障する意味での適正価格の概
念は 賃金が購買力として有する意義を分析し 一定規模
の賃金が利潤の実現にとって不可欠の前提であることを認
識したためである チュルゴの賃金論がいわゆる生活賃
金説となった理由もまた 最大限の利潤を実現しようとす
る いわば利潤の論理の貫徹にある
以下 ここに焦点をおいて彼の主要著作である 富の形
成と分配に関する諸考察	 をとおして チュルゴ賃金論
の意義を考察して行く
I チュルゴの労働観
ケネ Francois QUESNAY +03.+11.を祖とする重
農学派 physiocracy が問題としたものは +2世紀後半の
フランスの資本主義的生産方法の初期の発展段階におけ
る 労働者ならびに賃金であった+
ケネにおいては未だ断片的であった賃金に関する理論
を 体系的に整備したのがチュルゴである,
彼はその主著 富の形成と分配に関する諸考察	-におい
てケネと同様に階級構成を 
生産階級 le classe pro-
ductive, ou cultivateurs 
地主階級 le classe pro-
prie´taires, ou disponcible 
不生産階級 le classe
ste´rile,ou des artisans, stipende´e に分ける すなわち

労働によって絶えず再生産する富を生産するというより
は むしろ土地からひきだす そしてこの富が社会全体に
生活資料とあらゆる必要物の材料とを供給する ものが生
産階級であり 
生産された材料を人の使用に適するよう
に加工し変形する仕事に従事し その労働を前者 生産階
級 に売って これと交換に自分の生活資料を受けとる
ものが 
不生産階級 である.
さらに チュルゴは この 
生産階級 と 
不生産階
級をさらに経済的機能にもとづいて細分化しついには
賃金労働者の存在を認めている点においてケネと異なる
チュルゴにおいては 独立の存在として分類されてい
る点においてケネとは異なっている
チュルゴのいう 
生産階級 とは 
農業労働者階級
のことであり 
賃金労働者 を農業生産の過程において使
用するという意味において 
賃金労働者 を区分してい
る しかるに チュルゴが農業労働者階級の賃金とい
うときは 生活必需物と労働の報酬であり又 地主耕作を
ひき受ける条件である農業労働者階級の利潤も含んでいる
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のである
さらに この農業労働者階級は 土地耕作の方法によっ
て 異種の内容と構成をもつ すなわち 第 + 一定額の
賃金を支払われる労働者による方法 第 , 奴隷による
方法 第 - 地代の支払いを条件として土地を譲り渡す
方法 第 .耕作者に一定部分通常は収穫の半分を譲与
し土地所有者は耕作の前払いをひき受ける方法 第 /
耕作の前払いを全部自分で負担し 土地所有者には契約期
間中 常に一定の収入を支払うことを約束する借地農に土
地を貸付ける方法/等の /種である
この内 第 +の方法では 明らかに賃金労働者が出現し
てくる ここにおいて 土地所有者は 種子や 賃労働者
の賃金を前払いするのであるが 賃金労働者は必然的に存
在しなければならない
又 第 /の方法は 土地の賃貸を意味する すなわち
土地所有者は 土地の耕作に関する一切の仕事に関係する
ことなく 確実に収入をえることができ 又借地農 耕作
者 も 自己の出費と労働とから生ずる生産物の増加分が
全部自分のものとなるという意味で相互にとって有利な方
法である
ここにも賃金労働者の存在がある つまり この方法は
富裕なる耕作者 の行なう方法であり この 富裕なる耕
作者は耕作の前払いをなしうる耕作者でチュルゴは
この前払いの必要な理由として 家畜 馬 馬具や 最初
の種子の購入の為と それにつづいて 自分の腕しか持た
ず 労働を前払いするだけで しかも賃金を稼ぐにすぎな
いあらゆる種類の労働者を維持し養わなければならな
い0と述べて 賃金労働者の存在が認められている
すなわち この第 /の方法は耕作者をさらに ,つの階級
に分ける この方法は資本の存在を前提として雇う者と雇
われる者の区別を明確にし 賃労働の存在を規定する こ
の賃金労働者こそ チュルゴがとりあつかう 本来の賃
金労働者である
不生産階級 における本来的な賃金労働者は 	富の形
成と分配に関する諸考察
 の 第 0*節 において 製造企
業が資本を所有するに至ってはじめて現れてくる
ここでは 建築や材料の購入の前払いに用いる為に資本
が必要であることを述べ つづいて 材料の加工に従事し
た労働者たちの毎月の賃金に用いる1ために資本が必要
であることを述べて 不生産階級 においても 産業資本
家と賃金労働者とが分けられる
つまり賃金労働者を 単なる職工からなりかれらは自
分の腕以外に財産を持たず かれらの日の労働を前払い
するだけで 賃金を得るにすぎないのである2として 産
業資本家を マニュファクチュア企業者 工場主 および
大資本を利用して労働者を働かせる すべての大資本所有
がそれである と説明している
以上において チュルゴの賃金労働者観をみたわけで
ある それでは 次にチュルゴにおいて 資本 とは何
かを考察する
II チュルゴの資本観
チュルゴによれば 投資とは 第 +は 一定の収入を
もたらす地所を購入することである 第 ,は貨幣を耕作企
業に投資して 土地を賃貸することである 第 -は
貨幣を工業あるいは製造企業に投資することである 第 .
は それを商業企業に投資することである 第 /は 年
の利子を条件として 貨幣を必要とする人にこれを貸付
けることである3という
資本投下の第 +形態である地所購入のための投資は そ
の地代収入に相当する元本をもってなされる このことに
よりその地所の購入にあてられた資本は 地代収入という
形で利潤を生むのである
第 ,の形態において 耕作企業家が獲得するのは 
原前払 年前払すなわち全資本の回収かれらがな
んら労働しなくてもその資本で獲得しうるであろう収入と
同額の利潤 賃金と かれらの労働 危険および技能の
価格 かれらの企業で使用される動産の消耗 つまり
家畜の死亡 道具の損傷等と 年補するに必要なもの
の .つである+*
第 -の形態において製造企業家が獲得するものは 
全前払いの回収 かれの貨幣が土地の獲得に使用された
場合 それが かれにもたらしたであろう利益 かれの
労働 注意 危険および技能にさえとうぜん支払われるべ
き報酬とを補して余りある利潤の -つである++
第 .の形態において商業企業家の獲得するものは 
新たな購入に再投入されるための全前払いの回収 さら
に労働をしなくても その資本によって獲得しうるであろ
う収入と等額の利潤 賃金とかれらの労働 危険 技能
の価格の -つである+,
第 /の形態において 貨幣の所有者が 利子つきでの貸
付によって獲得するのは 企業が成功しない場合に自己
の資本が遭遇するかもしれない危険と 労働しないで一定
の価格を享有することの利益とを比較して要求する貨幣利
子である+-
以上のように 投資方法によって獲得するものが異なっ
ているが 収入の点から これら異なったものを比較する
と 地所購入への投資が最小であり 利子つき貸付けへの
投資はさらに大となり 耕作 製造 商業などの企業への
投資が一番大きい これは つまり地代収入額に相当する
利潤という点では すべての投資に共通であるが 利子つ
き貸付けの投資およびすべての企業への投資は これに資
本の減失の危険に対する一種の保険的利潤が加わり さら
にすべての企業への投資では経営労働者としての収入が
これに加わるからである
又 チュルゴは 資本投下方法の安全性 困難性など
の条件に応じてその 大きさを異にするところの 種の
利潤形態の内における 資本の自由な移動を通じて 一定
の均衡状態を実現する
以上のような チュルゴにおける資本一般の把握と
その機能化の区別 又資本の諸の形態に応じた 多角的
な利潤の分析などは すべて資本制的な理解を意味してい
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る しかし さらにこの利潤の源泉を問題にするとき そ
の主張は完全に重農学派経済理論の中に埋没し さらに蓄
積資本の源泉を問題にするとき それは決定的なものと
なっている
III チュルゴ賃金の本質
彼は その主著 富の形成と分配に関する諸考察 にお
いて彼の賃金における立場である 賃金生存費説や賃金
規則の先駆としての 最低生活費説を論究している
すなわち 労働者の賃金は労働者間の競争によってその
生活費に限定される 労働者は ただその生活費を稼ぐだ
けである+.
以上のように ここにおいてチュルゴ	は すでに賃金
は他の商品と同じように 需要供給の関係によって定まる
とし その結果 賃金は労働者の最低生活資料に落ちつく
ということを結論としたのである+/
この理論的根拠として チュルゴ	は つづけて 腕と
技能とを持っているにすぎない単純労働者は 他人に首尾
よく自分の労働を売る以外にはなにも持たない かれは自
分の労働を高く売ったり安く売ったりするが この価格の
最低は かれひとりの自由になるものではない すなわち
それは かれとかれの労働に対して支払う者との一致から
生じるのである かれの労働に対して支払う者はできるだ
け安く支払おうとする かれは多数の労働者のなかから自
由に択できるので最も安価に働く者を選ぶ したがって
労働者は相互に争って価格を下げざるをえなくなる 労働
者の賃金が生活資料を獲得するのに必要なだけの額に限定
されるということは 労働のすべての分野においておこる
はずであり また 実際におこっているのである+0
マルクスも この部分を引用して もはや商品を少しも
生産することができず 自分の労働そのものを売らねばな
らない賃労働者にとっては 賃金の最低限は すなわち必
要生活手段の等価が 必然的に 彼と労働条件の所有者と
の交換における法則となる+1としている
さらに チュルゴ	は 農産物の売上価値 収入 賃金
の価格 人口は それらの間の相互依存の関係によって結
びつけられたものであり これは自然的な釣合いにした
がってひとりでに均衡する+2と述べて賃金をめぐる均
衡過程の存在を主張している そして この賃金の均衡過
程を人口の変動を媒介にして説明する つまり 生産の豊
かさは外国人を呼び人間をふやす そして人間の数が消費
と売上価値を維持する一方 かわりに人間の増加は競争に
よって賃金を引き下げる+3以上であるがここにおける
人口の変動は人口の地域的移動を内容とする 農業生産物
の価格の上昇が原因となって高くなった賃金も 他地域か
ら新しい労働力の移入によって 再び下落し 又最初の賃
金高となるわけである
チュルゴ	においては 価値の概念が明確ではないの
で 賃金は生活資料の価格 つまり ある一定の使用価値
の分量として 主観的にとらえられている ここに彼の主
観価値論を かいま見ることができる
お わ り に
チュルゴ	の賃金決定論は生活費賃金論として位置づけ
られるそしてその根拠は商品一般の価格決定の原則と
生産における労働の主体的役割であろう
つまり 商品一般の価格決定の原則が生活賃金という賃
金の規模についての規定を生み出したのであり 生産にお
ける労働の主体的な役割の認識が生活賃金という賃金につ
いての価値論を生み出したのである 生産における労働の
主体性の認識は すべての経済的諸条件および すべての
種類の所得の再生産が 労働力の再生産を前提にするとの
認識につながる この労働の主体性と労働力の再生産の意
義の認識が賃金の 基礎価格 の概念を生み出したのであ
り その内容を生活賃金たらしめたのである
さらに彼は 利潤を地代として理解し 地主階級 の収
入としてとらえたために生産において 主体的な労働とし
て理解されたのは 生産階級 と 不生産階級 の労働で
あった
そしてこの 生産階級 と 不生産階級 の労働は 耕
作企業家および産業企業家と これらに対する賃金労働者
とに未だ分離されていないところの 農業生産者 と 工
業生産者 の労働ということである ここにおいて 彼ら
は 資本を所有すると同時に労働者でもあるわけである
このことから生産に主体的役割をする労働とは 資本の労
働をともなった労働者の労働であり賃金労働者の労働では
ない
価値論としての生活賃金の理論は ここにいうところの
農耕労働者および 加工労働者の賃金を規定する理論であ
るが 資本所有をともなう 農工業生産者と 必ずしも
明確ではないところに チュルゴ	の理論の未発達なとこ
ろがある しかるにこの点において 完成された形態とし
てのマルクスの生活賃金説に一定の距離をのこしている
しかし留意すべきことは チュルゴ	における価値論とし
ての生活賃金の理論は 賃金労働者の労働とその全剰余生
産との対立の結節点としての賃金を直接その内容とするも
のではない 賃金が生活賃金であることを要求する利潤は
地代にすぎず 生産の主体としての労働は賃金労働者の労
働ではない その意味でチュルゴ	の理論は未完成のまま
終わっているが 生活賃金の理論に純化されるべき余地を
残しており 理論の方向付けは完成されている
又 重農学派において チュルゴ	の理論が 特色を
持っているというならば 農業労働の主体的な意義を認識
した つまり 農業生産部門の自然的 物理的優位性を
実際の生産に活用し 社会的生産物の豊富さにまで現実化
させたことにある つまり 農業労働者の生産性は 土地
の肥沃さの物理的結果であり また かれが その土地を
肥沃にするために用いた諸手段のむずかしさの というよ
りは その適切さの物理的結果である,*というように
農業労働者の存在意義が つづいて ゆえに耕作者は こ
の労働の報酬だけに限られているとしても この自然的
物理的優位を保つ そしてこの優位は かれを社会の全機
構の始動力となし かれの生活資料と土地所有者の富と他
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のいっさいの労働の賃金とを もっぱらかれの労働に依存
せしめるのである,+として農業生産における農業労働の
主体的意義が明確になる
さらにこの主体的意義を 農業労働者は その労働が労
働の賃金をこえて生産する唯一のものである ゆえにかれ
は あらゆる富の唯一の源泉である,,として利潤の源泉
のうちに 農業労働者を位置づけているのである 又
チュルゴの理論の中には 土地の肥沃には限度がある
ので たしかに 前払いを増加しても それ以上は経費の
増加に比例して生産が増加しないような点があるにちがい
ない,- というように 収穫逓減の法則を 不明確ながら
も述べている
チュルゴにおける賃金は +つは耕作者および工業被
用者の生活を充足する所得と考えられている ここでは耕
作者および工業被用者は資本所有者であり 経営労働者で
あり そしてまた耕作労働者または加工労働者でもある
いわばそれらの一体化されたものである その意味でここ
に取扱われる賃金は純粋な資本制的賃金ではない
耕作者および工業被用者が企業資本家と賃金労働者に分
化されてはじめて 後者の労働の代償としての純粋な資本
制的賃金が分析の対象となる チュルゴの場合も未だこ
の部分での混乱がある このため賃金と利潤の概念を不明
確にする場合がある
しかし 資本制的賃金を取扱う理論的準備はすでに出来
上がっていたのである それは資本を資本一般として把握
するという資本分析が これもある程度の限定をつけてで
はあるが 完成しているからである
以上述べてきたように チュルゴにおいては 農業に
おける 資本主義発展が認められ 農業そのもののうちに
資本と賃労働の関係がみいだされる
注
+ チュルゴが ケネを祖とするフィジオクラトといえ
るかどうかという問題については 本稿においては ケネ
の理論を体系的に発達させているという意味において傍系的
にはフィジオクラトとする
これについては やはり傍系的という意味で 中山伊知郎
編集委員代表 経済学大事典 東洋経済新報社 +3//年
第巻 .*頁を参照
又 森耕二郎氏も 労賃学説の史的発展 労働文化社
+3.3年 -/頁に チュルゴは厳密なる意味においては
フィジオクラトと云えないかもしれないがフィジオクラ
トの学説は彼に於いて最も発達したる形に達したのであるか
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About the Wage Theory of the Physiocracy
Focus on A. Turgot
By
Shyunji TANAKA*
(Received August ,2, ,**+/Accepted December +-, ,**+)
Summary : A. TURGOT’s wage decision theory can be considered to be the wage theory of living
expenses, which seems to be based on the grounds of the price decision principle of general goods and
labor’s independent role in production.
In other words, the price decision principle of general goods created the deﬁnition of living
expenses wage with regard to the wage measurement, and an understanding of labor’s independent
role in production created the value theory of living expenses wage.
It can be said that Turgot admits the development of capitalism in agriculture as well as the
relationship between capital and wage labor.
Key Words : living expenses wage, physiocracy, just prix, wage theory, wage decision theory
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